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「公平で持続可能な社会へ向けて」 早瀬 隆司 

これまで公害問題環境問題に携わってきて二つの変化を経験しました。一つ目は、環境問題の議

論の仕方が変化したことです。「如何にして環境基準を達成するか」という議論の立て方から「如

何にして環境への負荷をできるだけ小さくしていくことができるか」へと変化しました。例えば水

質問題をなくすために、油汚れは新聞紙に吸収させてから食器を洗えば水質の改善には役立つかも

しれないけれど、一方でごみ廃棄物の増加になるじゃないか？という疑念が生まれます。水質汚濁

対策と廃棄物減量対策とどちらが重要なんだ？という問いが生まれてきます。つまり、われわれは

競合の問題に出くわすことになりました。価値の選択をしなければならなくなったのです。二つ目

は取り扱う環境問題自体に大きな変質が現れたことです。「集中、短期、直接」的な公害問題から、

「広域、長期、蓄積」というキーワードで表現できる環境問題に焦点を移すことになりました。こ

れは環境問題の構造に複雑さと科学的不確実性を持ち込み、利害者が複雑に絡みあうなかで、公平

に環境のリスクを低減あるいは回避することが求められることになったのです。 

この二つの変化は、科学に基づいた上からの環境管理の限界をはっきりとさせました。環境問題

は地域から地域の人たちが価値を選択し、利害を調整し、リスクの削減や回避の選択を意思決定し

行動するような、公平なリスク配分のできる社会の実現を求めています。中立的な私利私欲から離

れたコーディネートの役割がますます重要になるでしょう。「誰一人置き去りにしない」 

当環境カウンセリング協会長崎（ECAN）もこの変化に応じて活動を変化させてきました。発足 20

年を迎え、改めて地域にある ECAN の今後を考えてみる必要があると感じます。 

 

より幅広い市民から理解されるＥＣＡＮへ 

会員の皆様の協力により、「持続可能な開発のための教育（ESD）」及び「海岸漂着ゴミとプラス

チック」という ECAN の得意分野に加えて、インドネシアでの有機性廃棄物の分別活動を支援する

「環境国際協力」とバイオマスエネルギーの熱利用を実現するための「再生可能エネルギーの普及」

を得意分野にするべく活動しました。本年度も継続的に活動をつないでいくよう努力したいと思い

ます。 

 

  
自治会でワークショップ（インドネシア）   海洋プラスチック回収（長崎県新上五島町） 

理事長 あいさつ
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今、ECAN の抱えている最重要課題は、「幅広い市民から理解され協働できる ECAN をつくること」

ではないでしょうか。NPO 活動を実施するための資金の獲得環境はますます厳しくなっているなか

で、企業も含めた市民社会に、より深く根を張るべく努力することが必要です。なお、「幅広い市

民からの理解」という意味では、なかなか理解を広めるための方策が具体的には見えていません。

そのため発足 20 年を機に特に若手の会員を中心に自由な意見交換の場を立ち上げる必要があると

考えています。そこでは、組織の透明化と外部との交流、事務能力基盤の強化、経済的基盤の強化

という課題に加えて、将来の方向性について議論する必要があると考えられます。それをもとにこ

の課題の解決のため ECAN の組織の見直しも含めて取り組んでいきましょう。後世代も含めたあら

ゆる人々の発展のために貢献することを目指した、市民にもそれを理解してもらえる組織にしてい

きたいものです。 

また、会員相互の交流や学びの機会の提供を拡充した

いと思います。従来の「（環境広場）2070 年の長崎を想う

会」に加えて新たに、「地域循環共生圏とエネルギー勉強

会」を 2 か月ごとに開催したいと考えています。環境分

野の２大課題である、地域循環共生圏構築とエネル 

ギーの自立分散型への改革について内外の 

トピックや文献資料について共に学びあ 

い、長崎での環境活動の方向性について 

共通認識を作り上げていく場を作ることを 

目的とします。 
 

令和２年度会費納入のお願い 

会費・寄付募集中！環境についてともに考え活動しませんか？ 

 環境カウンセリング協会長崎は、事業者、学術機関及び行政のパートナーシップの形成を図り、 

それぞれの環境への取り組みを支援することを目的に設立されました。環境に配慮した社会を根

付かせ、人と自然が共に生きる心豊かな長崎を次世代に引き継いでいくために、企業、団体、学

術機関、行政そして市民としてそれぞれの立場からのご支援とご協力をお願いいたします。 
 

 

 

 

 

会員の種類 入会金 年会費 

個人会員 １，０００円 ３，０００円以上 

学生会員  １，０００円以上 

企業会員  １０，０００円以上 

団体会員  ３０，０００円以上 

賛助会員  一口５，０００円以上 
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振込先 

特定非営利活動法人 

環境カウンセリング協会長崎 

十八銀行  県庁支店 

普通預金  0051154 

   

 

 

長崎大学有志の方々のご協力により 

三次元環境紙芝居が復活しました！ 

新シナリオ『ごみ君のなみだ 2019』 

 


